


































が 1990 年に確認されている25）。HAYAMA ら11）は，2001 年
には県南東部に集中的に分布し，それ以外の地域は比較的
小さな個体群だと述べている。また，2001 年に県内の




















より，妊娠率や産子数は低いという報告が多数ある6, 7, 14, 29）。
また，出産時期，妊娠率や産子数には，地域差が認められ
ている7, 8, 27）。




では，通常の出産時期は 5 月までであるが，8 月まで出産
がみられることがある3）。フロリダ州およびジョージア州






















本地域において，2005 年 3 月から 2007 年 3 月までに，箱



















月と推定された（図 2）。妊娠率は，Class 3 で 47.6%（10/
21）に達していたが，Class 4（75.0%，27/36）と Class 5
（78.1%，32/41）より低かった（Class 3-Class 4 : Fisher
の正確確率検定，p＝0.048 ; Class 3-Class 5 : Fisher の正
確確率検定，p＝0.022）。また，1 才として Class 3 と Class 
4 を合わせたときの妊娠率は 64.9% で，成獣である Class 
5 との妊娠率との間に差は認められなかった。産子数につ
いては，Class 3，Class 4，Class 5 における産子数の平均














Class 1　5 ヶ月齢未満 : 全ての永久歯列の萠出が完了していない。
Class 2　5-11 ヶ月齢 : 全ての永久歯列の萠出は完了しているが，下顎犬歯の歯根尖孔は開放している。
Class 3　 12-17 ヶ月齢 : 犬歯の歯根尖孔は閉鎖しているが，頭蓋骨の前頭間縫合線または頬骨上顎縫合
線が消失していない。
Class 4　 18-23 ヶ月齢 : 頭蓋骨の前頭間縫合線も頬骨上顎縫合線も消失しているが，口蓋間縫合線は消
失していない。

























　神奈川県鎌倉市における出産時期は，2 月から 5 月まで






　分析に供した 201 頭の 24 ヶ月齢未満のメスのうち，早
生まれは 129 頭で遅生まれは 72 頭であった（表 1）。早生
まれのグループでは，12 ヶ月齢未満の個体では妊娠個体
は認められなかった（0/88）。12 ヶ月齢（4/14）と 14 ヶ
月齢（2/8）では，妊娠個体が認められた。なお，初めて
妊娠が認められた 12 ヶ月齢の 4 個体は，3 月（n＝3）と
4 月（n＝1）に捕獲された個体である。一方で，遅生まれ
のグループでは，16 ヶ月齢まで妊娠個体が認められなかっ
た（0/47）。妊娠個体は 18 ヶ月齢（2/3），20 ヶ月齢（1/7），
22 ヶ月齢（2/15）で確認され，最も早い月齢での妊娠個
体である 18 ヶ月齢の 2 個体は，3 月に捕獲されていた。
　BMI 平均値における月齢ごとの変化は，早生まれと遅
生まれのグループ間で異なっていることが示された（図
3）。遅生まれのグループは 4 ヶ月齢（Mann-Whitney U 
test, U＝143.000, P＜0.05）と 6 ヶ月齢（Mann-Whitney U 
test, U＝3.000, P＜0.05）で早生まれのグループより有意
に高い BMI 平均値を示した。一方で，10 ヶ月齢（Mann-
Whitney U test, U＝0.001, P＜0.01）と 22 ヶ月齢（Mann-



























図 3．　 2005 年から 2008 年までに神奈川県鎌倉市で捕獲されたメスにおける体脂肪指数（BMI）の月齢ごとの
変化．
神奈川県鎌倉市における出産時期の報告15）より，推定出生月が 5 月までの個体を早生まれ（白抜き），
推定出生月が 6 月以降の個体を遅生まれ（黒塗り）と定義した。なお，14，18，22 ヶ月齢は標本サイ
ズが小さかったので，出生月間での統計的解析は実施していない。 
* : Signiﬁ cant diﬀ erence at p＜0.05 between early and late litters ; 


















失敗すると 80-140 日後に排卵する現象（Second estrus）
が明らかにされており，Second estrus を発現したメスが
再び妊娠すると，時期遅れの子が産まれる28）。テキサス州
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